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（
三
）
龍
泉
寺 

（
福
山
市
神
辺
町
川
北
） 

 
 
 
 
 
 
 

龍
泉
寺
は
帰
谷
（
か
え
り
だ
に
）
に
あ
り
、
山
号
を
「
新
宮
山
」
と
す
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
神
辺
城
と
か 

 
 
 
 
 
 

か
わ
り
も
多
く
、
戦
国
期
の
武
士
た
ち
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
る
墓
が
あ
る
。
近
く
に
は
茶
山
の
父
祖
の
眠
る
本 

荘
屋
菅
波
家
の
墓
所
や
網
付
谷
に
は
茶
山
や
そ
の
親
族
た
ち
の
眠
る
菅
家
墓
所
も
あ
る
。 

 

 
 
 

（
一
）
龍
泉
寺
の
縁
起 

（
福
山
市
神
辺
歴
史
民
族
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
） 

 
 
 

 

寺
伝
に
よ
る
と
建
武
二
（
一
三
三
五
）
年
に
神
辺
城
を
築
城
し
た
浅
山
景
連
（
あ
さ
や
ま
・ 

か
げ
つ
ら
＝
の
ち
朝
山
）
が
、
同
時
期
に
菩
提
寺
と
し
て
丁
谷
（
よ
う
ろ
だ
に
）
に
建
立
し
た 

「
清
水
山
（
せ
い
す
い
ざ
ん
）
雲
渓
庵
（
う
ん
け
い
あ
ん
）」
を
始
ま
り
と
し
て
い
ま
す
。 

代
々
城
主
の
菩
提
寺
と
し
て
栄
え
ま
す
が
、
そ
の
後
、
積
雪
に
よ
り
大
破
。
無
住
と
な
り
衰
微 

し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
、
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
三
月
、
目
黒
新
左
衛
門
の
孫
の
政
貴
の
願
い
を
受
け
、 

当
時
の
神
辺
城
主
・
福
島
丹
波
（
た
ん
ば
）
が
再
建
。
こ
の
少
し
前
に
現
在
「
龍
泉
寺
」
の
あ
る
帰
谷
に
は
、 

「
龍
興
寺
（
り
ょ
う
こ
う
じ
）」
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、「
雲
渓
庵
」
は
そ
の
末
寺
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
「
龍
興
寺
」 

は
、
福
山
藩
主
・
水
野
勝
成
に
よ
り
福
山
城
北
の
吉
津
（
現
福
山
市
北
吉
津
町
）
へ
と
移
さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
丁 

谷
か
ら
「
雲
渓
庵
」
を
移
し
て
「
龍
泉
寺
」
と
改
称
し
た
そ
う
で
す
。「
龍
泉
寺
」
の
開
基
（
初
代
住
職
）
は
嶺 

外
梵
雪
（
れ
い
が
い
ぼ
ん
せ
つ
）
和
尚
と
記
録
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
龍
興
寺
」
の
二
代
住
職
に
あ
た
り
、 

「
龍
興
寺
」
移
転
後
そ
の
ま
ま
「
龍
泉
寺
」
の
初
代
を
務
め
た
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、「
備
陽
六
郡
志
」
に
よ
る
と 

「
龍
泉
寺
」
の
前
に
は
「
天
徳
寺
畑
」
と
呼
ば
れ
る
畑
が
あ
り
、「
龍
興
寺
」
の
建
立
前
（
い
つ
頃
か
は
不
明
）
に
は 

「
天
徳
寺
（
そ
の
後
、
播
州
さ
ら
に
大
坂
へ
移
転
）」
な
る
寺
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
開
発
で
こ
の
周 

辺
か
ら
は
、
古
い
墓
石
等
が
出
土
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
菅
茶
山
編
纂
「
福
山
志
料
」
に
よ
れ
ば
、
奈
良
の 

「
興
福
寺
（
こ
う
ふ
く
じ
）」
か
ら
接
木
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
「
車
返
し
の
桜
」
と
呼
ば
れ
た
古
木
が
あ
り
、
花
見
の 

 

名
所
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
一
七
〇
〇
年
代
後
半
に
は
花
の
数
は
減
り
、
衰
え
た
よ
う
す
を
伝
え
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

福
山
志
料
（
菅
茶
山
編
纂
）
に
は 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

新
宮
山
曹
洞
宗
龍
興
寺
末
寺
此
寺
モ
ト
川
南
會
下
カ
窪
ニ
ア
リ
利
山
道
器
居
士
ト
云
モ
ノ
建
立
ニ
テ
開
山
租
堂
和
尚
ナ
リ
イ 

 
 
 
 
 

 

ツ
レ
ノ
時
代
ト
云
コ
ト
ヲ
知
ラ
ス
福
島
丹
波
紅
葉
山
ノ
城
ニ
ア
リ
シ
時
今
ノ
返
リ
谷
ヘ
移
シ
天
和
年
中
水
野
家
當
城
ヘ
ウ
ツ
ラ
セ 

玉
フ
參
州
ヨ
リ
泉
龍
寺
ヲ
召
連
ラ
レ
當
寺
ヲ
宿
ト
ス
福
山
開
城
ノ
後
カ
シ
コ
ヘ
引
テ
慈
雲
山
龍
興
寺
と
號
ス
ソ
ノ
跡
今
ノ
寺
ナ 

リ
寺
中
ニ
車
返
シ
ノ
櫻
ア
リ 

  
 
 
 

 

と
あ
り
、
福
山
築
城
の
際
、
福
山
に
移
転
し
て
い
っ
た
寺
院
の
跡
に
移
転
し
て
き
た
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
。
文
中
に
あ 

る
「
車
返
し
の
桜
」
は
有
名
で
茶
山
も
詩
友
と
桜
見
物
に
出
向
い
て
い
る
。
福
山
志
料
に
も
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る 

の
で
紹
介
す
る
。 

  
 
 
 
 
 

運
天
和
尚
ト
云
住
持
ノ
時
南
都
ノ
車
返
ノ
枝
ヲ
折
來
リ
テ
接
木
ト
ス
ト
云
桐
カ
谷
ト
云
櫻
ハ
八
重
ノ
中
ニ
一
重
ノ 

 
 
 
 
 
 

英
マ
シ
リ
シ
花
見
シ
人
八
重
ナ
リ
一
重
ナ
リ
ト
云
爭
ヒ
ニ
車
ヲ
カ
ヘ
シ
テ
見
タ
リ
ト
云
コ
ト
ヨ
リ
桐
カ
谷
ノ
一
名 

 
 
 
 
 
 

ヲ
車
カ
エ
シ
ト
モ
云
此
花
ス
ナ
ハ
チ
桐
カ
谷
ナ
リ
ト
云
三
四
十
年
前
ハ
花
見
ノ
人
多
ク
枝
コ
ト
ニ
短
冊
ヲ
ツ
ケ
テ 

 
 
 
 
 
 

靑
葉
紅
實
ノ
頃
マ
テ
殘
リ
シ
ニ
近
頃
ハ
ソ
ノ
コ
ト
ナ
シ
花
モ
亦
昔
ニ
劣
レ
リ
此
寺
ノ
堂
方
丈
モ
ト
東
ニ
ア
リ
テ
庭 

 
 
 
 
 
 

ヒ
ロ
ク
日
影
ヨ
ク
サ
シ
マ
ワ
リ
シ
時
ハ
枝
條
多
ク
榮
ヘ
ヒ
ロ
コ
リ
テ
今
ノ
玄
關
マ
テ
モ
ト
ヽ
ケ
リ
堂
方
丈
ヲ
引
マ 
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ハ
サ
ン
ト
セ
シ
時
此
寺
ホ
ト
ノ
寺
ハ
近
所
ニ
イ
ク
ツ
モ
ア
リ
此
花
ホ
ト
ノ
花
ハ
隣
國
マ
テ
モ
ナ
ケ
リ
ハ
屋
宇
ノ
大 

 
 
 
 
 
 

ナ
ラ
ン
ヨ
リ
ハ
花
ノ
榮
ヘ
ン
コ
ト
ヲ
コ
ソ
佛
モ
メ
テ
タ
マ
ワ
ラ
メ
ト
云
シ
人
ア
リ
ツ
レ
ト
モ
當
住
禪
卓
用
ヰ
サ
リ 

 
 
 
 
 
 

シ
カ
果
シ
テ
花
ハ
衰
へ
カ
リ
シ
ケ
タ
リ
ト
云 

  
 
 

 

 

二 

茶
山
と
龍
泉
寺 

 
 
 
 

茶
山
は
梅
や
桜
を
見
る
た
め
に
度
々
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。
菅
茶
山
略
年
表
（
菅
茶
山
記
念
館
発
行
）
・
菅
茶
山 

 
 
 

（
富
士
川
英
郎
）
等
か
ら
拾
っ
て
み
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

年 

号 
 

西 

暦 
 
 
 
 
 

茶
山
の
動
静 

 
 
 
 
 
 

 
 

天
明
五
年 

一
七
八
五  

3
/1

1
 

頼
杏
坪
・
西
山
拙
齋
・
姫
井
桃
源
と
竜
（
龍
）
泉
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 
 
 

 
  

 

六
年 

一
七
八
六 

 
3

/2
4
 

拙
齋
・
孝
恂
・
東
嶼
と
竜
（
龍
）
泉
寺
・
萬
念
寺
・
西
福
寺
に
遊
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 

寛
政
二
年 

一
七
九
〇  

3
/3

  
拙
齋
・
如
実
上
人
と
龍
泉
寺
に
遊
ぶ 

  
 
 
 
 
 

孝
恂 

西
山
拙
齋
の
子 

 

東
嶼 

志
村
東
嶼
。
仙
台
藩
儒
官 

 

如
実
上
人 

国
分
寺
住
持 

 
 
 
 

 
 

龍
泉
寺
に
登
っ
た
の
は
い
づ
れ
も
三
月
。
旧
暦
三
月
だ
か
ら
桜
見
物
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
梅
を
詠
っ
た
詩 

 
 
 
 
 
 

も
残
っ
て
い
る
の
で
、
度
々
こ
の
寺
を
訪
れ
て
い
る
。 

 
 

 

 

三 

龍
泉
寺
に
ま
つ
わ
る
詩
を
紹
介
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

龍
泉
寺
櫻 

 
 
 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

前
編 

巻
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寺
有
亡
友
蘭
水
墓 

 
 
 

寺
に
亡
友
蘭
水
の
墓
有
り 

 
 
 
 
 
 

老
樹
移
來
幾
百
春 

 

老
樹
（
ろ
う
じ
ゅ
）
移
し
来
（
き
た
）
っ
て
幾
百
春
（
い
く
ひ
ゃ
く
し
ゅ
ん
） 

 

 
 
 
 
 
 

年
年
麗
艶
占
芳
辰 

 

年
々
（
ね
ん
ね
ん
）
麗
艶
（
れ
い
え
ん
）
芳
辰
（
ほ
う
し
ん
）
を
占
（
し
）
む 

 
 
 
 

 
 

林
東
在
墓
生
苔
鮮 

 

林
東
（
り
ん
と
う
）
墓
有
り 

苔
鮮
（
た
い
せ
ん
）
を
生
ず 

 
 
 
 

 
 

曾
是
花
前
闘
酒
人 

 

曾
（
か
つ
）
て
是
（
こ
れ
）
花
前
（
か
ぜ
ん
） 

酒
を
闘
わ
せ
し
人 

 

麗
艶 

な
ま
め
か
し
い
う
る
わ
し
く
。 

占
芳
辰 

花
咲
く
春
の
好
季
を
我
物
顔
に
咲
く
。 

苔
鮮 

こ
け
。 

墓 

蘭
水
（
藤
井
暮
庵
の
父
）
の
墓
所
。 

（
大
意
） 

桜
の
老
樹
を
移
し
植
え
て
幾
た
び
春
が
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
か
。
年
々
美
し
く
あ 

で
や
か
に
こ
の
春
を
ほ
し
い
ま
ま
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
林
の
東
に
は
墓
が
あ
り
、 

苔
が
生
え
て
い
る
。
か
っ
て
生
前
に
は
、
こ
の
花
の
前
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
相 

手
（
蘭
水
）
で
あ
っ
た
の
に 

 
 
 
 
 

＊
老
樹
は
「
車
返
し
の
桜
」
で
あ
る
。
共
に
桜
見
物
を
し
た
蘭
水
を
偲
ん
で
い
る 

 

梅
花
七
首
の
一 

 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 

前
編 

巻
一 

 
 
 
 
 
 

 
 

見
説
龍
泉
寺
畔
梅 

 
 

見
る
な
ら
く 

龍
泉
寺
畔
の
梅 

 
 
 
 
 
 

 
 

今
朝
始
覩
一
枝
開 

 
 

今
朝
始
め
て
一
枝
の
開
く
を
覩
（
み
）
る 

屐
痕
斜
印
幽
蹊
雪 

 
 

屐
痕
（
げ
き
こ
ん
）
斜
め
に
印
す 

幽
蹊
（
ゆ
う
け
い
）
の
雪 

知
有
吟
朋
先
我
來 

 
 

知
ん
ぬ 

吟
朋
（
ぎ
ん
ぽ
う
）
我
に
先
ん
じ
て
来
た
る
有
る
を 

 

見
説 

「
見
る
な
ら
く
」
と
読
む
。 

畔 

ほ
と
り
。 

屐
痕 

屐
は
下
駄
の
事
で
、
二
の
字
に
下
駄
の
跡
が
つ
い
て 

 

 

本堂前の詩碑 
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い
た
よ
う
す
。 

 

知
「
知
ん
ぬ
」
と
読
む
。 

 

吟
朋 

詩
を
吟
じ
詩
を
口
ず
さ
む
友
。 

 
 
 
 

（
大
意
） 

龍
泉
寺
の
境
内
に
梅
が
や
っ
と
咲
い
た
ら
し
い
。
誰
よ
り
も
早
く
見
て
や
ろ
う
と
狙
っ
て
い
た
。
雪
の
降
っ 

て
い
た
早
朝
、
龍
泉
寺
に
行
っ
て
み
る
と
、
下
駄
の
二
の
字
、
二
の
字
の
足
跡
が
続
い
て
い
る
。
文
人
仲
間
の

誰
か
に
先
に
見
初
め
を
や
ら
れ
た
。 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

龍
泉
寺
花
下
作 

 
 

龍
泉
寺
花
下
の
作 

 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
二 

 
 
 

花
木
林
中
愛
日
長 

 
 

花
木
林
中 

日
の
長
き
を
愛
で 

 
 
 
 
 
 

禪
房
三
月
好
風
光 

 
 

禅
房
三
月 

風
光
を
好
み 

 
 
 
 
 
 

百
年
人
世
如
泡
影 

 
 

百
年
の
人
の
世 

泡
影
の
如
し 

 
 
 
 
 
 

會
友
看
春
能
幾
場 

 
 

友
と
会
い 

春
を
看
る 

能
く
幾
く
場
ぞ 

 

 

四 
 

詩
友
を
案
内
し
た
り
弟
子
た
ち
と
出
か
け
て
い
る 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

歸
谷
尋
花
是
曾
與
伯
民
同
遊
之
所
此
以
寄 

 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

後
編 

巻
七 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

帰
谷
に
花
を
尋
ね
る 

是
れ
曾
っ
て
伯
民
と
同
遊
せ
し
の
所 

此
を
以
っ
て
寄
す 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

芳
芷
香
芹
□
路
迷 

 

芳
芷
（
ほ
う
し
）
香
芹
（
こ
う
き
ん
）
□
路
（
か
ん
ろ
）
を
迷
う 

 
 
 
 
 
 

憶
曾
柑
酒
此
相
攜 

 

曾
て
柑
酒
を
此
に
相
い
携
え
し
を
憶
う 

 
 
 
 
 
 

櫻
花
不
改
杯
中
影 

 

桜
花
改
め
ず 

杯
中
の
影 

 
 
 
 
 
 

人
在
春
江
千
里
西 

 

人
は
春
江
千
里
の
西
に
在
り 

 

□ 

氵
に
閒
、
谷
川
、
谷
。 

カ
ン
、
ケ
ン 

 

芷 

よ
ろ
い
草
、
よ
い
香
り
の
水
草 

 

芹 

せ
り
。 

柑
酒 

田
園
に
遊
ぶ
こ
と
（
中
国
宋
時
代
の
故
事
） 

 
 
 
 
 
 

 

＊ 

南
部
伯
民 

（
一
七
七
〇
～
一
八
二
三
） 

周
防
の
国
三
田
尻
の
人
。
萩
藩
清
末
侯
に
医
師
と
し
て
仕
え
る
。
西
国
街
道
の
行
き
帰
り
に
、
度
々
茶
山
を
訪 

れ
て
い
る
。
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
は
、
藩
主
清
末
侯
を
案
内
し
て
廉
塾
を
訪
れ
て
い
る
。 

 

「
龍
泉
寺
に
遊
び
て
」
と
題
す
る
茶
山
と
拙
齋
の
歌
が
福
山
志
料
に
あ
る
。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

む
か
し
誰
花
に
く
る
ま
や
か
え
り
谷
今
も
櫻
の
春
そ
ふ
り
せ
ぬ 

 
 

西
山 

正
（
拙
齋
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

お
な
し
と
き 

 
 
 
 
 
 

八
重
ひ
と
へ
へ
た
て
ぬ
花
の
色
に
誰
こ
こ
ろ
ま
と
ひ
て
か
へ
す
小
車 

志
村 

直
（
東
嶼
） 

  
 
 

 
 
 

拙
齋
と
東
嶼
ら
と
龍
泉
寺
に
登
っ
た
の
は
、
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
三
月
二
十
四
日
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

  
 
 
 

茶
山
と
出
か
け
た
弟
子
た
ち
も
詩
を
詠
ん
で
い
る
。
文
意
は
略
。（
菅
茶
山
と
ゆ
か
り
の
人
々 

菅
茶
山
記
念
館
） 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

龍
泉
寺 

 
 
 
 
 

門
田
朴
斎 

 
 
 
 
 
 

誰
移
寧
楽
種 

 

誰
か
移
さ
ん
寧
楽
（
ね
い
ら
く
）
の
種 

 
 
 
 
 
 

山
寺
一
株
櫻 

 

山
寺
に
一
株
の
櫻 

 
 
 
 
 
 

不
断
人
遊
賞 

 

人
遊
び
賞
す
こ
と
断
（
た
）
た
ず 

 
 
 
 
 
 

猶
呼
車
返
名 

 

猶
（
な
お
）、
車
返
し
と
名
づ
け
呼
ぶ 
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龍
泉
寺 

 
 
 
 
 

小
早
川
文
吾 

 
 
 
 
 
 

寂
々
一
狐
村 

 

寂
々
（
せ
き
せ
き
）
た
る
一
狐
（
い
っ
こ
）
の
村 

 
 
 
 
 
 

春
来
無
勝
事 

 

春
来
た
る
よ
り
勝
事
（
し
ょ
う
じ
）
無
し 

 
 
 
 
 
 

為
晤
白
櫻
花 

 

晤
（
あ
き
）
ら
か
に
為
す
白
櫻
花
（
は
く
お
う
か
） 

 
 
 
 
 
 

人
間
龍
泉
寺 

 

人
間
の
龍
泉
寺 

 
 
 

 

 
 

＊
門
田
朴
斎
は
、
一
時
期
茶
山
の
養
子
に
な
っ
た
が
、
後
離
縁
に
な
っ
た 

。
小
早
川
文
吾
は
神
辺
の
医
師
。 

 

 
 
 

【
ち
ょ
っ
と
休
憩
】 

 

 
 
 
 

一 

藤
井
蘭
水
・
暮
庵
墓
地 

詩
「
龍
泉
寺
櫻
」
に
は
脚
注
で
「
寺
有
亡
友
蘭
水
墓
」
と
あ
る
。
茶
山
が
車
返 

し
の
桜
下
で
杯
を
交
わ
し
た
の
は
藤
井
蘭
水
で
、
友
で
あ
り
支
援
者
で
あ
っ
た
。 

藤
井
家
は
代
々
川
南
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
。
当
主
藤
井
茂
清
は
後
継
の
男
子
に
恵 

ま
な
か
っ
た
の
で
、
佐
藤
氏
か
ら
養
子
（
澹
斎
）
を
迎
え
る
。
そ
の
後
茂
清
に
男 

子
が
誕
生
（
後
の
蘭
水
）
し
た
の
で
、
別
家
を
興
す
。
澹
斎
は
隠
居
後
、
藩
か
ら 

「
大
郷
の
老
」
に
任
命
さ
れ
活
躍
し
、
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
澹
斎
は
茶
山
の 

支
援
者
で
も
あ
っ
た
。
澹
斎
は
男
子
二
人
を
も
う
け
る
。 

藤
井
家
を
継
い
だ
蘭
水
は
後
継
者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
、
澹
斎
の
次
男
を
養 

子
に
も
ら
う
。
こ
の
人
が
、
後
の
暮
庵
で
あ
る
。
暮
庵
は
茶
山
に
入
門
。
廉
塾
の 

都
講
と
も
な
っ
て
い
る
。
一
時
期
京
都
に
出
向
く
が
、
後
に
川
南
村
に
私
塾
「
南 

北
春
水
村
舎
」
を
開
く
。
龍
泉
寺
裏
の
墓
地
に
、
蘭
水
と
暮
庵
の
墓
が
あ
る
。 

 

 
 
 
 

二 

茶
山
の
梅
好
き 

 

先
の
「
梅
花
七
首
の
一
」
は
、
梅
へ
の
愛
着
が
み
え
る
詩
で
あ
る
。
茶
山
は
丁
谷
（
神
辺
）
粟
根
（
加
茂
）
栄
谷 

（
郷
分
）、
三
原
の
西
野
梅
林
ま
で
賞
梅
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
次
の
詩
も
ま
た
梅
好
き
が
わ
か
る
。 

  
 
 
 
 
 
 

卽 
 

事 
 
 
 
 
 

即
事 

 
 
 
 
 
 

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩 

 
 

遺
稿 

巻
七 

 
 
 
 
 

 

山
童
持
紙
道
書
詩 

 

山
童
（
さ
ん
ど
う
）
紙
を
持
ち
て 

詩
を
書
く
を
道
（
い
）
う 

 
 
 
 

 

老
嬾
揮
毫
人
所
知 

 

老
い
て
揮
毫
に
嬾
（
も
の
う
）
き
は
人
の
知
る
所 

 
 
 
 
 

 

今
速
應
求
吾
有
意 

 

今
速
（
す
み
）
や
か
に
求
（
も
と
）
め
に
応
ず
る
は
吾
に
意
有
り 

 
 
 
 
 

 

明
朝
願
拗
早
梅
來 

 

明
朝
願
わ
く
ば
早
梅
（
そ
う
ば
い
）
を
拗
（
よ
う
）
し
て
き
た
れ 

  
 
 
 
 

山
童 

山
男
。 

揮
毫 

毛
筆
で
書
や
絵
を
か
く
こ
と
。 

嬾 

た
い
ぎ
で
気
が
す
す
ま
な
い
。 

吾
有
意 

わ
し
に 

魂
胆
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。 

 

拗 

ね
じ
る
。
手
折
る 

 
 
 
 

（
情
景
）
こ
の
詩
は
文
政
十
年
の
亡
く
な
る
年
の
作
で
あ
る
。
妻
の
宣
が
亡
く
な
り
、
悲
し
み
に
暮
れ
落
ち
込
ん
で
、
書 

を
書
く
の
も
億
劫
な
気
持
の
毎
日
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
に
山
男
が
「
先
生
、
一
筆
書
い
て
く
だ
さ
い
」
と
や
っ 

て
き
た
。
茶
山
先
生
は
「
も
う
書
を
書
く
の
は
気
が
進
ま
ん
」
と
。
山
男
は
そ
れ
で
も
ひ
つ
こ
く
頼
む
の
で
茶
山 

は
一
計
を
案
じ
て
「
明
朝
、
早
咲
き
の
梅
の
枝
を
も
っ
て
来
な
さ
い
。
書
か
ん
で
も
な
い
か
ら
」
と
。 

 

 
 
 
 

三 

戦
国
武
将
に
ま
つ
わ
る
供
養
塔
や
墓
が
寺
の
東
側
に
並
ん
で
い
る
。 

➀ 

目
黒
新
左
衛
門
の
古
墓
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
墓
が
あ
る
。
福
山
志
料
は
陰
徳
太
平
記
を
基
に
次
の
よ
う
に
記 

し
て
い
る
（
現
代
文
で
要
約
す
る
と
） 
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「
天
文
十
八
年
（
一
五
五
二
年
）
神
辺
城
主
山
名
忠
興
が
大
内
氏
を
裏
切
り
尼
子
氏
に 

加
わ
る
と
、
大
内
氏
は
陶
、
毛
利
な
ど
一
万
の
軍
勢
で
神
辺
城
を
包
囲
し
た
。
し
か
し
、 

な
か
な
か
落
城
し
な
か
っ
た
。
尼
子
氏
は
神
辺
城
を
支
援
す
る
た
め
、
目
黒
新
左
衛
門 

に
五
百
名
の
兵
を
つ
け
て
派
遣
し
た
。 

し
か
し
、
途
中
で
出
雲
に
落
ち
よ
う
と
す
る
山
名
理
興
に
出
会
い
落
城
を
知
っ
た
。
目 

黒
新
左
衛
門
は
必
ず
支
援
す
る
と
誓
っ
た
の
に
こ
の
ま
ま
出
雲
に
は
帰
れ
な
い
と
五
百 

の
兵
を
理
興
に
つ
け
て
返
し
た
。
目
黒
新
左
衛
門
は
一
人
神
辺
に
来
て
、
敵
方
の
平
賀 

氏
に
検
視
を
つ
け
て
も
ら
い
近
く
の
禅
院
で
自
害
す
る
。
平
賀
氏
は
懇
ろ
に
弔
い
、
首 

を
出
雲
に
届
け
た
と
い
う
」 

 

と
あ
り
、
苔
む
し
た
古
塚
で
あ
る
。 

 
 
 
 

⓶ 

神
辺
城
を
攻
め
た
藤
井
晧
玄
と
の
攻
防
戰
で
戦
死
し
た
家
臣
達
の
墓 

 
 
 
 
 
 
 
 

寺
に
は
そ
の
戦
い
で
亡
く
な
っ
た
十
名
の
武
士
の
位
牌
が
あ
る
と
言
う
。
苔
む 

 
 
 
 
 
 
 

し
た
一
群
の
墓
が
そ
う
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る 

 

龍
泉
寺
を
訪
れ
た
西
山
拙
齋
が
詠
ん
だ
歌
が
福
山
志
料
に
あ
る
。 

 

 

あ
は
れ
な
り
ち
り
し
紅
葉
の
山
か
け
に
名
は
う
つ
も
れ
る
苔
の
古
塚 

 

 
 
 
 

 
 三 

伝 

織
部
灯
籠
（
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
） 

 
 
 
 

山
門
入
口
の
右
側
に
灯
籠
が
あ
る
。「
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
」
で
は
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
籠
灯
は
織
部
燈 

籠
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
灯
籠
と
も
い
わ
れ
、
戦
国
時
代
の
武
将
で
あ
り
茶
人
で
あ
っ
た
古
田
織
部
が
考
案
し
た
と
さ
れ 

る
灯
籠
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た
の
で
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
県
内
で
は
鞆
・
三
次
に 

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 
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